
 

 

平成２９年７月２６日 

 

中能登中学校の防災・減災学習について 

 

 中能登町立中能登中学校の生徒が、郷土の土砂災害の歴史と防災・減災の取組みを学習する

ことを通じ、地域の活性化に向けて考えるきっかけとなることを目指します。 

 

記 

 

防災現地学習 

日時 ７月２７日(木)、13：30～16：00 

場所 地獄谷川（中能登町高畠地内） 

対象 中能登中学3年生(15名) 

内容 ・砂防施設を視察して、施設の仕組みや効果を学ぶ 

     講師：石川県中能登土木総合事務所河川砂防課主幹 滝川賢一 

   ・渓流沿いの地形・地質や危険個所を観察し自然災害の発生メカニズムを学ぶ 

     講師：金沢大学 助教授 高原利幸、研究会研究員 

主催 広域斜面危険度判定システム研究会(代表：川村國夫(金沢工業大学 教授)） 

石川県、中能登町 

 

 

 

【記者提供資料】 

広域斜面危険度判定システム研究会 
(事務局)(株)日本海コンサルタント 西野尚志 

TEL 076-243-8258 
 
石川県中能登土木総合事務所 
 河川砂防課 小成正博 

TEL 0767-52-7603 


